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要 約 

 

成人を対象とした研究で，既知顔同定の反応時間は顔写真を忠実にトレースした線画よりも似顔絵

の方が早いという似顔絵優位性が報告されており，我々は各顔に特徴的な顔情報を誇張した形で既知

顔を表象していることが示唆されている。本研究では，乳児が既知顔認識における似顔絵優位性を示

すか検討を行った。実験では生後 6～8 ヶ月児を対象に，写真・似顔絵・線画の各条件で乳児の母親

顔への注視時間を計測した。その結果，生後 7・8 ヶ月児は写真と似顔絵で母親顔を選好し，線画で

は選好を示さなかった。一方生後 6ヶ月児は，写真でのみ母親顔を選好し，似顔絵・線画では選好が

示されなかった。本研究の結果，生後 7ヶ月以降の乳児が成人と同様に既知顔認識における似顔絵優

位性を示したことから，個人の顔に特徴的な情報を利用する既知顔認識過程は生後 7ヶ月頃に発達す

ることが示唆された。 

【キー・ワード】既知顔認識，乳児，似顔絵 

 

Abstract 

 

    The previous study with adults reported that adults can identify more quickly face 

caricatures than veridical line drawings and anti-caricatures (caricature advantage; Rhodes et al., 

1987). This study examined whether infants would show the caricature advantage in familiar face 

recognition. In the present study, we used a preferential looking procedures to investigate the 

discrimination between their own mother’s face and female stranger’s face in 6- to 8-month-old 

infants in three conditions: photographs, caricatures, and veridical line drawings. As a result, 7- 

and 8-month-olds preferred their own mother’s face in photographs and caricatures, but not in 

line drawings. In contrast, 6-month-olds preferred their mother’s face only in photographs. Our 

results revealed that infant aged over 7 months show caricature advantage in familiar face 

recognition, suggesting that the ability to use distinctive information for each familiar face would 

develop at around 7 months of age. 
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問題と目的 

 

顔は，目鼻口などの共通の構成要素を持っており，その空間的配置もほぼ同じであることから，互

いに非常に類似している。効率の良い顔識別や顔認識を行うため，既知顔認識過程は他の顔との類似

性情報を利用していると考えられている（遠藤, 1993, 2014; Valentine, 1991）。その証拠の 1つとし

て報告されてきたのが，似顔絵の知覚である。 

似顔絵は色やテクスチャの情報が排除されており，日常観察している顔や写真から得られるよりも

情報が少ないにもかかわらず，我々は似顔絵からその人物が誰であるのかを容易に認識することがで

きる。これは，似顔絵では各個人の顔の示差性の高い部分特徴や空間配置情報が誇張されて描かれて

いるためであると考えられている。 

似顔絵の認識から，我々は既知顔の特徴的な情報を符号化しているだけでなく，その特徴を似顔絵

のように誇張して表象しているという似顔絵仮説（caricature hypothesis; Brennan, 1982; Rhodes 

et al., 1987）が提唱された。この仮説を検討する実験が成人を対象に行われている（Rhodes et al., 

1987; Benson & Perrett, 1994）。Rhodesら（1987）は，参加者にとっての既知人物の写真を忠実に

トレースした線画，平均顔から逸脱している特徴を誇張した似顔絵，逸脱している点を平均顔に近づ

けた反似顔絵を作成し，それぞれの人物同定の正答率と反応時間を比較した。その結果，同定の反応

時間は，原画を忠実にトレースした線画や反似顔絵に比べ，似顔絵が最も早いという似顔絵優位性が

示された。この似顔絵優位性は，Rhodesら（1987）とは異なる似顔絵作成ソフトウェアで作成した

似顔絵を用いた研究でも報告されている（Benson & Perrett, 1994）。さらに，このような似顔絵優

位性は既知顔認識に特有であることが報告されていることから（Rhodes & Moody, 1990），既知顔は

その個人に特徴的な部分を似顔絵のように誇張した形で表象されていると考えられている。 

このような既知顔認識における似顔絵優位性の発達は，これまで児童のみを対象に行われてきた

（Chang et al., 2002）。Changらは，実験参加者にとっての既知顔（クラスメイトの顔）の似顔絵・

反似顔絵・線画を作成し，同定の反応時間を 6歳，8歳，10歳児を対象に検討した。その結果，6歳

以上の児童において似顔絵条件での反応時間がもっとも短かったことから，少なくとも 6歳より年長

の児童が成人と同様の似顔絵優位性を示すことが明らかになっている。しかし既知顔特有の処理は生

後 1年未満に成立することが行動実験（Yamashita et al., 2014）および脳機能計測実験（Nakato et 

al., 2011）から示唆されていることから，既知顔認識に特化した似顔絵優位性も乳児期から示される

可能性がある。 

本研究では生後 6〜8 ヶ月の乳児を対象に，既知顔認識における似顔絵優位性が発達的にいつごろ

成立するのか検討する。実験では，乳児にとって最も既知性の高い顔である母親顔を用いた。乳児の

既知顔（母親顔）認識は，母親顔選好を指標とした母親顔と未知顔の弁別を指標とし（Yamashita et 

al., 2014），写真・似顔絵・写真を忠実にトレースした線画の 3条件における母親顔選好を検討した。

もし乳児が似顔絵優位性を示すなら，写真で母親顔を選好した乳児は，似顔絵でも母親顔に選好を示

す一方，線画では選好しないと予測される。 
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実験方法 

 

１．対象 

実験には，6ヶ月児 16名（平均日齢 = 178.56日，SD ＝ 5.72日），7ヶ月児 16名（平均日齢 = 

208.0日，SD ＝ 7.58日），8ヶ月児 16名（平均日齢 = 239.1日，SD ＝ 5.72日）が参加した。全

ての乳児は，写真条件・似顔絵条件・線画条件の全てでテストされた。そのほかに 25 名の乳児が実

験に参加したが，写真条件での母親顔選好がみられなかった，実験の途中で泣いてしまった，画面の

左右どちらか片側を 90％注視していた，などの理由によって，分析から除外された。 

  

２．刺激 

実験刺激は，実験参加乳児の母親顔，および未知女性の顔のグレースケールの写真，似顔絵，線画

を用いた（図 1）。未知女性顔は，乳児の母親の髪型と似た女性を選択した。服やアクセサリー，背景

などは Photoshopによって取り除いた。 

似顔絵と線画は，ウェブサイト「写真加工.com」（http://www.photo-kako.com/）によって作成し

た。このサイトでは，ウェブ上に写真をアップロードすることで，似顔絵と線画を作成することが可

能である。成人を対象とした予備実験において，このサイトで作成した似顔絵刺激が，最も「その人

らしさを表している」と評定されることを確認した。 

 
図 1 実験で用いた刺激例。左：似顔絵，右：線画 

 

３．手続き 

乳児は保護者の膝の上に抱かれた状態で，約 40cm 離れた位置から 21 インチ CRT モニタ上に提

示される母親顔と未知顔を観察した。 

写真・似顔絵・線画の各条件において，15秒×2試行，計 30秒間刺激を提示し，試行間で刺激の
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提示位置は入れ替えられた。 

実験中の乳児の様子は CCDカメラで録画され，実験終了後に録画したビデオから，母親顔および

未知女性顔に対する乳児の注視時間を計測し，総注視時間に占める母親顔を注視する時間の割合（母

親顔注視率）を算出した。 

 

４．装置 

実験は，中央大学体育館の行動観察室にある実験ブース内にて行われた。実験中は外部から音や

光が室内に入らないように，防音扉とカーテンが閉められた。実験ブース内には，被験者用の椅子と 

21 インチ CRT モニタが設置された。乳児の刺激観察距離はおよそ 40cmであった。 

 

結果 

 

写真条件で母親顔選好を示した乳児のデータを有効データとした。母親顔をターゲットとして，総

注視時間に占めるターゲットへの注視時間の割合（母親顔選好値）を条件ごとに算出した。 

各月齢の乳児が母親顔を選好していたかを検討するため，各条件（写真・似顔絵・線画）の母親顔

選好値について，両側 t 検定によってチャンスレベル 50％との比較を行った。その結果，生後 6 ヶ

月児は写真条件でチャンスレベルに比較して有意な母親顔選好が示されたが（t(15) = 6.62, p < .01），

似顔絵（t(15) = 1.58, p = .20）および線画（t(15) = 0.13, p = .90）ではチャンスレベルとの差は有意

ではなかった。一方，生後 7ヶ月児および生後 8ヶ月児では，写真条件（7ヶ月児：t(15) = 5.26, p 

< .001，8ヶ月児：t(15) = 4.70, p < .001）と似顔絵条件（7ヶ月児：t(15) = 4.13, p < .001，8ヶ月

児：t(15) = 2.91, p < .05）で母親顔を有意に選好した一方，線画条件では有意な選好はみられなかっ

た（7ヶ月児：t(15) = 0.27, p = .78，8ヶ月児：t(15) = 0.83, p = .42）。 

本実験の結果，生後 7ヶ月以降の乳児の母親顔選好値は，写真条件だけでなく似顔絵条件でもチャ

ンスレベルに比べ有意に高かった一方，線画条件では有意差は認められなかった。この結果から，生

後 7ヶ月ごろに母親顔認識における似顔絵優位性が成立することが示唆される。 

 

表 1 各月齢における母親顔選好率 

 

 

考 察 

 

本研究の目的は，既知顔認識における似顔絵優位性の発達を検討することであった。実験では，生

M  (%) SE  (%) M  (%) SE  (%) M  (%) SE  (%)

6 months 57.4** 1.31 53.3 2.58 50.3 2.92

7 months 57.9** 1.51 56.1** 1.49 49.3 2.42

8 months 57.3** 1.55 57.3* 1.84 48.5 1.87

** p  < 0.01, * p  < 0.05

photographs caricatures line drawing
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後 6〜8 ヶ月児を対象に，写真・似顔絵・線画で乳児自身の母親顔と未知女性の顔を対提示し，乳児

が母親顔を選好するか検討した。もし乳児が似顔絵優位性を示すのであれば，写真および似顔絵では

母親顔を選好する一方，線画では母親顔選好を示さないと予測された。実験の結果，生後 6ヶ月児は

写真条件では母親顔を選好したが，似顔絵および線画では母親顔を選好しなかった。一方生後 7ヶ月

児および生後 8ヶ月児は，写真条件と似顔絵条件で母親顔を選好し，線画条件では母親顔選好を示さ

なかった。これらの結果から，生後 7ヶ月以降の乳児が既知顔認識における似顔絵優位性を示すこと

が明らかになった。 

本研究で生後 7・8 ヶ月児が示した既知顔認識における似顔絵優位性は，成人を対象にこれまで示

されてきた結果（Rhodes et al., 1987; Benson & Perrett, 1994）と一致するものである。Rhodesら

（1987）が提唱した似顔絵仮説によれば，既知顔は個々の顔に特徴的な特徴や空間配置を誇張した形

で表象されていると考えられており，実際に成人を対象とした実験で似顔絵優位性は既知顔でしか報

告されていない（Rhodes & Moody, 1990）。これらの知見を踏まえると，本研究の結果は，成人のよ

うに各顔に特徴的な部分を誇張した情報を利用して認識する既知顔特有の処理過程が，生後 7ヶ月ご

ろに発達することを示唆する。これまで，既知顔認識における似顔絵優位性の発達を検討したのは児

童を対象とした研究（Chang et al., 2002）のみであり，Changら（2002）は少なくとも 6歳以上の

児童が似顔絵優位性を示すことを報告している。本研究は生後 1年未満の乳児期において，すでに似

顔絵優位性が成立していることを示すものであり，成人と同様の既知顔認識過程が機能していること

を示唆する。 

生後 6ヶ月児は既知顔認識における似顔絵優位性を示さなかったことから，生後 7ヶ月未満の乳児

では，個々の顔に特徴的な情報を表象する既知顔認識過程が未発達であると考えられる。生後 6ヶ月

以下で既知顔表象が未発達であるのは，顔の全体処理の発達と関連がある可能性がある。既知顔を認

識するためには，全体処理が重要であることが指摘されている（Mondloch et al., 2002）。Maurerら

（2002）は顔の全体処理を，「一次情報への感受性（sensitivity to first-order information）」「ホリ

スティック処理（holistic processing）」「二次情報への感受性（ sensitivity to second-order 

information）」の 3タイプに分けており，この中でホリスティック処理は生後 6ヶ月の時点では未発

達であることがわかっている（Cashon & Cohen, 2004; Cohen & Cashon, 2000; Schwarzer et al., 

2007）。ホリスティック処理とは，顔の部分特徴（目・鼻・口・輪郭）を個々に処理するのではなく，

一つのまとまりとして処理する能力を指す。Rhodesら（1987）はこのホリスティック処理が既知顔

の表象を形成するのに重要である可能性を指摘しており，生後 6ヶ月児が個々の顔に特徴的な情報を

誇張して既知顔を表象できないのは，ホリスティック処理が未発達であることに起因する可能性があ

る。 

本研究では，生後 6 ヶ月児では似顔絵および線画の両条件，生後 7・8 ヶ月児では線画で，母親顔

および未知女性の顔のいずれにも選好を示さなかった。この結果は，本研究で用いた似顔絵および線

画の顔刺激を，乳児が顔として知覚できていなかったことに起因する可能性がある。先行研究から，

乳児は生後まもなくから顔を知覚し選好することが知られているが，実は用いる顔刺激の種類によっ

て顔選好の成立には発達差があることがわかっている。顔写真（Macchi Cassia et al., 2004）や顔を
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模した図形（Goren et al., 1975; Valenza et al., 1996; Macchi Cassia, 2004）では生後まもない新生

児から顔を選好するが，野菜や草花を組み合わせて描かれた顔のだまし絵では生後 6ヶ月未満の乳児

では顔を知覚することができない（Kobayahsi et al., 2012）。これらの知見を踏まえ，今後，本研究

で用いた似顔絵と線画の顔刺激を乳児が顔として知覚するかを検討する必要があるだろう。実験では，

似顔絵と線画のそれぞれについて，正立画像と，正立画像を 180 度回転させた倒立画像を生後 6〜8

ヶ月の乳児に対提示する。もし乳児が正立画像を選好するなら，乳児が似顔絵と線画を顔として知覚

できていたことを示すことができる。 

本研究では，生後 6〜8 ヶ月児を対象に既知顔認識における似顔絵優位性の発達を検討し，生後 7

ヶ月以降の乳児で似顔絵優位性が示された。この結果は，生後 7ヶ月頃から既知顔を認識する際に各

顔に特徴的な情報を利用していることを示唆するものである。 
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